
（別紙様式＝中学校用）
都道府県番号 ４０

都道府県名 福 岡 県

【 ①□ ②□ ③■ 】
＊重点をおいた観点にチェックすること

Ⅰ 学校名及び規模

学校名 瀬高町立瀬高中学校

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 特殊学級 計 教員数

学級数 ５ ５ ６ １ １７
３０

生徒数 １８１ １９５ ２３０ ５ ６１１

Ⅱ 研究の概要
（１） 研究主題

基礎・基本の確実な定着を図る授業の創造
～くり返し学習を通して～

（２） 研究主題設定の趣旨

近年，我が国では科学技術の進歩や経済の発展によって，高度の情報化社会と
なった。経済成長を追い求め豊かさを実現した結果，あふれる物と情報に取り囲
まれ，我々はそれらを受動的に受け入れて，工夫したり創造したりする意識も薄
れつつある。お金を出せば欲しいものが手に入る世の中，検索すれば自分で創造
する必要もなく，自分で深くものごとを考える必要のない世の中になった。この
ような社会の変化に対して，中学校学習指導要領は「自ら学び，自ら考える力の
育成 「基礎的・基本的な内容の確実な定着 「個性を生かす教育の充実」をね」 」
らいとして明記している。中でも 「基礎・基本」の指導については，中教審答，
申において「厳選した教育内容，すなわち，基礎・基本については，一人一人が
確実に身に付けるようにしなければならない。豊かで多様な個性は，このような

。」 。基礎・基本の学習を通じて一層豊かに開花するものである と述べられている
学習指導要領が「最低基準」とされ，当該学年の学習内容を超えた発展的学習も
可能になったが，やはり 「基礎・基本あっての発展」である。その当然の立場，
に立って，本主題を設定した。また，日常の授業における本校生徒の姿は，学習
態度は真面目であり，実験や実習，操作活動など，行動を伴う活動を中心とした
学習には，意欲をもって主体的に取り組むことができる。しかし，実態調査(各
学年より１学級抽出して実施)をしたところ 「わからないことは進んで質問し，

」 （ ， ），ている と答えた生徒は３３％ ４段階自己評定尺度法；４または３ 以下同
「 」 。 ，難しい問題にも進んで挑戦している と答えた生徒は３６％であった よって

， 。自己の課題を根気よく追求し 解決を図ろうとする姿勢は十分ではないといえる
さらに，自己の考えをまとめたり，筋道を立てて考えたりするような学習に対し
てもあまり意欲を示さない 「基礎・基本」を 「知識」の量だけでなく 「思考。 ， ，
・判断 「意欲・態度」等といった観点からも捉える立場をとる以上，本校生徒」
の「基礎・基本」は十分に定着していないと判断せざるを得ない。よって，本主
題に基づいた校内研究の推進は，意義あるものと考える。

Ⅲ 研究の概要
（１） 研究推進体制の工夫

①組織面
○研究推進委員会を以下のメンバーで構成した。
・校長，教頭，教務主任，研究主任，各学年から１名

○校内研究と本事業とのタイアップを円滑にするために，研究主任がフロンティ
アティーチャーを兼任した。

○実践交流会の反省をもとに，５教科から１名ずつ入るよう，研究推進委員会を
拡大した。

②運営面
○研究推進委員会を週時程の中に位置づけ，協議の時間を毎週確保した。
○研究推進委員会での協議を充実させるため，研究主任は原案を事前に，校長，
教頭，教務主任と審議した。

○教科部会が機能するよう，まず拡大研究推進委員会で各教科論を審議した。



（２） 研究の実際
①「学力」および「基礎・基本」のとらえ

本校では 「学力」を次のように４つの視点でとらえた。，

「基礎的な学力Ａ」と「基礎的な学力Ｂ」は，学習指導要領で明示されている
目標と内容に基づく教科の学力である。本校では，教科の本質ともいえる「基
礎的な学力Ｂ」と，それを支える「基礎的な学力Ａ」を 「基礎・基本」とと，
らえる。

②「くり返し学習」について
最近，学力低下問題に対して，教育界のみならず
社会全体でその対策が模索されている。しかし，そ
こで議論されている「学力」は，主に知識・理解や
技能であり，その論調からすると，くり返し学習と
いえば，知識や技能の定着をねらったドリル学習が
連想される。しかし上述の通り，学力はそればかり
ではない。思考力や表現力なども学力である。本校
では，くり返し学習指導を広くとらえ 「知識・理，
解や技能ばかりでなく，思考力や表現力などもくり
返し学習で育てることができる」という仮説に立っ
た。

③「くり返し学習」の手順
各教科，次のような手順をふまえて「くり返し学習」を設定する。

<1>「基礎的な学力Ａ 「基礎的な学力Ｂ」それぞれにおいて，定着させたい基礎」
・基本を明確にする。→【資料１】の左側

<2>それらを定着させる手だてを明確にする。→【資料１】の右側

【資料１】数学科，図形領域における「基礎的な学力Ａ」の具体化

くり返し学習くり返し学習

知識・理解 技能・処理

表現思考・判断

意欲・態度

くり返し学習くり返し学習

知識・理解 技能・処理

表現思考・判断

意欲・態度

学　力学　力学　力

①基礎的な学力Ａ

②基礎的な学力Ｂ

③発展的な学力

④実践的な学力

教科学習の基礎とな
る学力。知識や技能
など，要素的なもの。

教科学習の基礎とな教科学習の基礎とな
る学力。る学力。知識知識やや技能技能
など，要素的なもの。など，要素的なもの。

「はたらき」としての学
力。思考力や表現力な
ど，能力的な要素があ

る学力。

「はたらき」としての学「はたらき」としての学
力。力。思考力思考力やや表現力表現力なな
ど，能力的な要素があど，能力的な要素があ

る学力。る学力。

学習指導要領をさらに
発展。選択教科の授

業でも。

学習指導要領をさらに学習指導要領をさらに
発展。選択教科の授発展。選択教科の授

業でも。業でも。

社会問題や自らの生き
方に関わる課題を発見
し，解決しようとする学
力。総合的な学習。

社会問題や自らの生き社会問題や自らの生き
方に関わる課題を発見方に関わる課題を発見
し，解決しようとする学し，解決しようとする学
力。総合的な学習。力。総合的な学習。

学　力学　力学　力学　力学　力学　力

①基礎的な学力Ａ

②基礎的な学力Ｂ

③発展的な学力

④実践的な学力

教科学習の基礎とな
る学力。知識や技能
など，要素的なもの。

教科学習の基礎とな教科学習の基礎とな
る学力。る学力。知識知識やや技能技能
など，要素的なもの。など，要素的なもの。

「はたらき」としての学
力。思考力や表現力な
ど，能力的な要素があ

る学力。

「はたらき」としての学「はたらき」としての学
力。力。思考力思考力やや表現力表現力なな
ど，能力的な要素があど，能力的な要素があ

る学力。る学力。

学習指導要領をさらに
発展。選択教科の授

業でも。

学習指導要領をさらに学習指導要領をさらに
発展。選択教科の授発展。選択教科の授

業でも。業でも。

社会問題や自らの生き
方に関わる課題を発見
し，解決しようとする学
力。総合的な学習。

社会問題や自らの生き社会問題や自らの生き
方に関わる課題を発見方に関わる課題を発見
し，解決しようとする学し，解決しようとする学
力。総合的な学習。力。総合的な学習。



<3>それぞれの手だてを授業レベルで具体化し，各単元に位置づけてくり返す。
【資料２】２年数学科「図形の性質と合同」での具体化

<4>定着したかの評価を行い，それによって補充的な学習にフィードバック，もし
くは発展的な学習にステップアップする。

【資料３】２年数学科「図形の性質と合同」での補充，発展の例

（３） 研究の成果と課題
「基礎・基本が確実に定着したか」という検証については，学年末に「観点別到
達度学力検査(ＴＫ式ＤＲＴ)」を実施し，成果を分析することとしているので，
ここでは教師の立場での成果と課題を述べる。

①成果
「基礎的な学力Ａ，Ｂ」を整理する中で，我々は教科指導を通して生徒にどん

な力をつけようとしているのか，学習指導要領をもとにじっくりと考える機会を
得た。また 「基礎的な学力Ａが基礎的な学力Ｂを支える」という考えに立った，
分析により，一つの単元の中だけでなく，単元と単元，領域と領域のつながりを
意識するようになったし，教科指導の本質は何かを考えるきっかけとなった。

②課題
・各教科での「基礎的な学力Ａ，Ｂ」のとらえ，および，その定着をめざした指
導の在り方の再考。特に 「基礎的な学力Ｂ」の指導方法の開発。，

・補充的な学習や発展的な学習など，個に応じた指導の充実。
・検証方法の確立。

（４） 研究成果の普及の方策
校内おいては，全体研や教科部会を通して，研究成果を交流している。他校に対

しては，公開授業や実践交流会を通して，その普及に努めている。

図形領域図形領域

本単元本単元

図形領域図形領域

本単元本単元

評価

・平行線の性質
・多角形の角　

補 充

・星形６角形
・一般化 　　

発展

評価

・平行線の性質
・多角形の角　

補 充

・星形６角形
・一般化 　　

発展

評価

・平行線の性質
・多角形の角　

補 充

・平行線の性質
・多角形の角　

補 充

・星形６角形
・一般化 　　

発展

・星形６角形
・一般化 　　

発展



（５） その他（その他特色ある取組等がある場合に記述）
○生徒の通読力，読解力，精神的落ち着きをねらって，年間を通して毎朝１０分
間の読書活動を行っている。

○第１学年国語科と第２，３学年の数学科では，習熟度別による少人数学習集団
を編制し，個に応じたきめ細やかな学習指導をめざしている。

○選択教科において，各教科，基礎コースと発展コースを開設している。
○学校生活の手引きを作成し，入学時に全生徒に配布している。その中に「家庭
学習のやり方」を示し，折にふれ啓発して習慣化を図っている。

○全職員が１年の内１回，重点単元を決め，総論や教科論にそった指導案を作成
し，公開授業を行っている。その際，指導主事等の外部指導者を招聘し，指導
助言をもらい，授業改善の指針としている。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ■ １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 ■ １６学級以上

【指導体制】 ■ 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 ■ 国語 ■ 社会 ■数学 ■ 理科
■ 外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■ 有 無

【特色ある取組事例として紹介したいポイント（教育事務所で記入 】）

中学校における学力向上といえば、いわゆる「読み、書き、算」の定着と向上を考
えるだろう。思考力、判断力、興味・関心を抱かせ、その気やる気にさせて学習する
力を育てようと発想することは少ないようだ。
本校は、学び上での基礎・基本として、鍛え身につけさせるべき力を「学力Ａ」と

して育てることばかりでなく、その「学力Ａ」を基盤としてその力を活用し、発展さ
せる「学力Ｂ」をも育てようという方針のもと研究を進めている。
その手だてとして一単元をつらぬく「くりかえし学習」や一単元で培って技能等を

生かせる単元をもうけ、単元相互にまたがる「くりかえし学習」を位置づけている。
研究内容と研究方法において、個に応じた指導の充実を図るためにも、きわめて有

効である点がすぐれている。
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